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トピックス
歴史的建築物の保存活用による

外部効果の計測

住宅研究部 住宅生産研究室長 有川 智

（キーワード） 歴史的建築物、保存活用、事業評価

近年、国立西洋美術館や横浜税関など、国が

保有する歴史的建築物を保存し活用する取り組

みが増加している。逼迫した経済状況を背景と

してコスト縮減など更なる効率性が求められる

中、これらの事業に対しては歴史性・文化性や

住民の愛着、景観上の価値といった時間の経過

とともに形成される建築物の多様な側面を適正

に評価することが求められ、事業効果の説明責

任はこれまでにも増して大きくなっている。

平成23年1月14日、関東地方整備局事業評価監

視委員会において、横浜地方気象台の事後評価

が行われ、官庁営繕の保存活用事業ではじめて

歴史性文化性の価値が評価された事例となった。

（http://www.ktr.mlit.go.jp/shihon/shihon0

0000064.html）

国総研では、プロジェクト研究「歴史的文化

的価値を踏まえた高齢建造物の合理的な再生・

活用技術の開発（平成17～19年度）」（詳細は

国総研プロジェクト研究報告第24号を参照：

http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/kpr/

prn0024.htm）において、従来必ずしも十分な評

価がなされてこなかった歴史的建築物の外部効

果について計測技術の開発を行い、その成果は

前述の横浜地方気象台に反映されている。

今後、近代建築の保存活用事業がますます増

えることが予想される。良好な社会ストックを

有効に活用し、まちづくりや地域の活性化に繋

げていくためにも、歴史性や文化性といった外

部効果の適正な評価がなされることが期待され

る。
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国際海上コンテナ車の

走行経路の特性
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１．はじめに

当研究室では、国際物流円滑化の施策検討に役

立つ知見を蓄積することを目的に、国際海上コン

テナ車の実走行経路及び経路選択行動の特性につ

いての調査研究を行っている。以下、調査分析の

概要と、これまで得られた知見の一部を紹介する。

２．実走行経路の調査・分析の概要

① 関東地域におけるコンテナ輸送業者83社を訪

問し、普段利用している輸送経路（実走行経路）、

発着時刻及び到着時間指定の有無等について

調査した。その結果、コンテナ車890経路及び

トラック112経路についての情報を得た。

② 道路情報便覧に掲載されている道路幅員や交

差点規格等の情報をリンク属性とする道路ネ

ットワークデータを構築した。

③ ①の実走向経路情報を②の道路ネットワーク

データにあてはめ、各種の分析を行った。

３．コンテナ車の走行経路に関する知見

分析により得られた知見は下記のとおりである。

○一般国道以上の道路の走行延長割合は、コンテ

ナ車88%、乗用車54%で、コンテナ車は、規格の

高い道路を走行する割合が大きい（図1）。

○最も規格の高いランクA交差点（車長20m以下の車両

が対向車線を侵さずに折進できる）での折進割合は、

コンテナ車77%、小型トラック65%で、コンテナ

車は、規格の高い交差点で折進する割合が大き

い（図2）。

○輸入コンテナ輸送（一日の初回輸送）の往路（コン

テナターミナルから荷主までの実入りコンテナの輸送経

路）と復路（荷主からコンテナターミナルまでの空コン

テナの輸送経路）を比較すると(図3)、復路は往路

より高速道路を利用する割合が大きい（1%有意、

t値=4.3）。この理由は、輸送業者へのヒアリン

グにより、次のとおりであることが確認された。

往路では、指定時刻に到着できるように出発時

刻を調整し、より経済的な経路を利用している。

一方、復路では、輸送時間を短縮することによ

り、1日の作業量（次の輸送を行ったり、翌朝

用の実入りコンテナをピックアップしておく

等）を増やすことが可能になるというメリット

がある。このため、復路は往路より時間短縮の

インセンティブが強く働き、復路では高速道路

を利用する割合が大きくなる。

４．おわりに

今後は、これまでの得られた知見に基づき、コ

ンテナ車の経路選択行動をモデル化し、国際物流

の円滑化施策等の検討に役立てていきたい。

道路研究室HPに関連研究を掲載しています。
http://www.nilim.go.jp/lab/gbg/index.htm
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図1 走行台キロ割合
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図2 折進交差点の規格
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図3 輸入コンテナ往路・復路の経路（例）
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